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平成 29 年 3 月

平成 28 年度 平成 37 年度

１．事業概要

（１）

① 施　設

② 使　用　料

2,625 円 2,728 円

2,700 円 2,798 円

2,700 円 2,816 円

事 業 名 ： 特定環境保全公共下水道事業

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

中能登町下水道事業経営戦略

団 体 名 ： 中能登町

処 理 区 域 内 人 口 密 度 ２５.１

流 域 下 水 道 等 へ の

接 続 の 有 無

無し

処 理 区 数

５処理区（鳥屋南部処理区、鳥屋北部処理区、鹿島中部処理区、鹿島東部処理区、鹿西中部処理区）

※H25.3.31に農業集落排水処理区の沖馬場処理区を鹿島中部処理区へ統合

※H26.3.31に農業集落排水処理区の鹿島北部処理区を鳥屋北部処理区へ、鹿島西部処理区を鹿島中部処理区へ統合

事業の現況

供 用 開 始 年 度

（ 供 用 開 始 後 年 数 ）

平成５年度（２３年）

法適（全部適用・一部適用）

非 適 の 区 分

非適用

（平成31年4月地方公営企業法適用予定）

10㎥を超え1㎥につき　： 129.6円

公衆浴場（税込）  1㎥につき　　　　　　　　： 75.6円

処 理 場 数

５処理場（鳥屋南部浄化センター、鳥屋北部浄化センター、鹿島中部クリーンセンター、鹿島東部クリーンセンター、鹿西中部

浄化センター）

広域化・共同化・最適化

実施状況*1

平成22年度に策定した「中能登町汚水処理施設基本構想」を踏まえ、整備済み農業集落排水処理事業のうち、３処理区を特

定環境保全公共下水道事業に統合しました。

*1　「広域化」とは、一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指す。

　　 「共同化」とは、複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む）、広域化・共同化を推進するための計画に基づき

実施する施設の整備（総務副大臣通知）、事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等）を指す。

　　 「最適化」とは、①他の事業との統廃合、②公共下水・集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的・社会的条件に応じて最適なものを選択すること（処理区の統廃合

を含む。）、③施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。

条 例 上 の 使 用 料 *2

（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成25年度

実 質 的 な 使 用 料 *3

（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成25年度

平成26年度 平成26年度

平成27年度 平成27年度

そ の 他 の 使 用 料 体 系 の

概 要 ・ 考 え 方

*2　条例上の使用料とは、一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。

*3　実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

一般家庭用使用料体系の

概 要 ・ 考 え 方

基本使用料（税込）

超過使用料（税込） 10㎥を超え1㎥につき　：

10㎥まで　　　　　　　　　： 1,404円

129.6円

業 務 用 使 用 料 体 系 の

概 要 ・ 考 え 方

基本使用料（税込） 10㎥まで　　　　　　　　　： 1,404円

超過使用料（税込）

（中能登町下水道事業）



③ 組　織

（２） 民 間 活 力 の 活 用 等

（３） 経営比較分析表を活用した現状分析

民 間 活 用 の 状 況

 ア　民間委託

　　　（包括的民間委託を含む）

　汚水処理施設維持管理、汚水処理施設緑地管理、下水道監視システム保守管

理、下水道台帳システム保守管理、電気保安管理、下水道処理施設に係る産業

廃棄物収集運搬・処理業務を民間業者に委託しています。

　そのうち、緑地管理及び電気保安に係る業務については、町内の各施設分を

一括発注し、長期契約を行うことにより、施設運営経費の削減に努めています。

　今後は、汚水処理施設及びメタン発酵施設の維持管理、運営にあたっては、包

括的民間委託の導入について検討することとしています。

 イ　指定管理者制度

　現在の民間委託を継続しながら、下水道処理施設の包括的民間委託等につき

検討していく予定のため、指定管理者制度については未検討です。

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ

　現在の民間委託を継続しながら、下水道処理施設の包括的民間委託等につき

検討していく予定です。

　尚、メタン発酵施設でのメタンガス発電事業については、民間の資金とノウハウ

を活用した官民連携による民設民営方式を導入しました。

　この事業は、下水道事業者はメタン発酵施設で発生するメタンガスを発電事業

者に売却し、土地賃貸料とガス売却料で収益を得ます。また発電事業者は、自己

の資金で発電設備を建設しFIT制度（固定価格買取制度）を利用し、20年間に渡

り発電事業を実施することで下水道資源等を有効に活用し、化石燃料に依存し

ないエコロジーな発電でＣＯ₂排出量の削減を図ることとしています。

職 員 数

　上下水道課では平成28年度現在9人で水道事業、下水道事業を行っています。職員給与費の予算措置については、水道

事業会計に4人、下水道事業特別会計に5人を置いている状況です。

事 業 運 営 組 織

　平成17年3月に鳥屋町、鹿島町、鹿西町が合併し中能登町となった際に上下水道課となりました。合併時の職員数は11人で

したが、職員の削減に取り組み現在に至ります。上下水道課として一体となり、各事業庶務、窓口・料金業務、施設維持管理・

工務関係を行っている状況です。

*4　「エネルギー利用」とは、下水汚泥･下水熱等、下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。

*5　「土地・施設等利用」とは、土地･建物等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

※直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。

　平成28年度に策定、公表しました平成27年度決算「経営比較分析表」を添付します。この経営比較分析表とは、経営及び施設の状況を表す経営指標を活用

し、当該団体の経年比較や他公営企業との比較、複数の指標を組み合わせた分析を行うことにより、経営の現状及び課題を的確かつ簡明に把握することを可能

としたものです。

　中能登町特定環境保全公共下水道事業では、町の平地のほぼ全域を事業区域とし、町合併前に各町で処理場建設、管渠整備を完了させているため、企業債

残高対事業規模比率が類似団体平均値に比べて大きくなっています。また、施設の機械類の修繕が発生していることと地方債償還額が年々大きくなっていること

から、経費回収率が類似団体平均値より下回ることとなっています。区域整備はほぼ完了しており、水洗化率も鈍化していることから使用料収入の増収は難しい

状況となっています。この状況に対応するために、平成30年度には使用料の見直しを検討しています。

資 産 活 用 の 状 況

 ア　エネルギー利用

　　　（下水熱・下水汚泥・発電等）　*4

　メタン発酵施設において、下水道汚泥から発生するメタンガスを販売し、このガ

スを買い取った業者が発電、売電を行う「バイオマスメタン発酵施設」を現在建設

中です。平成29年度から試験運転を開始し、秋頃には本格稼働する予定となっ

ています。

 イ　土地・施設等利用

　　　（未利用土地・施設の活用等）　*5

　汚水処理施設を廃止した施設用地は災害時の避難場所として、施設上屋は防

災備蓄倉庫として、地下水槽は災害時の簡易トイレおよび防火水槽として利用す

るため、防災部局へ無償譲渡することで公共の安全を保持することが可能となり、

既存ストックを有効に活用しています。

（中能登町下水道事業）
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２．経営の基本方針

３．投資・財政計画（収支計画）

（１）

※ 赤字がある場合には（３）において、その解消方法が示されていることが必要

　当町の下水道整備率は約98％とほぼ完了しています。また水洗化率も約84％になり、水洗化率の伸びは鈍化してきています。この様な状況のなかで未接続世

帯へ下水道接続のお願いをしているところですが、少子高齢化、人口減少や節水傾向等により有収水量は横ばいまたは逓減傾向にあり、厳しい経営状況が続く

ことが見込まれます。

　総務省が公表した「法適化ロードマップ」において、平成27年度から平成31年度までを公営企業会計の適用拡大の集中取組期間と位置づけ、人口3万人以上

の地方公共団体の下水道事業については同期間中に移行することとされており、また人口3万人未満の地方公共団体についても移行を推進することとしていま

す。中能登町下水道事業特別会計についても、平成31年4月から公営企業法の適用に向け準備しており、これにより経費負担の原則が明確に示されるとともに、

収入、コスト、資金調達状況等が適切に区分して表示される財務諸表等を通して経営状況を把握し、住民への説明責任を明確にしていきたいと思います。

　汚水処理施設基本構想及び長寿命化計画に基づき、施設の統廃合と改築更新の促進、下水道施設監視システムの整備を行い、施設の効率的な運営を図り、

維持管理費の削減を図りたいと思います。また、汚水処理施設の包括的民間委託を視野に入れ、維持管理費のさらなる削減を目指していきます。

投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り

（中能登町下水道事業）
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① 収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

○投資の目標に関する事項

　　事業計画

　　　【処理場等の建設・更新に関する事項】

　　　・メタン発酵施設建設事業（～平成29年度完了目標年度）

　　　・処理場改築更新・長寿命化対策事業（～平成32年度完了目標年度）

　

　　　【最適化に関する事項】

　　　・下水道集中監視システム設置工事（平成29年度～平成31年度完了目標年度）

　　　・下水道施設統廃合事業（平成32年度～　）

　上記4計画を長期計画の主要補助事業として計画しています。

○財源の目標に関する事項

　　年々大きくなる元金償還により一般会計からの繰入金が増大しています。これを減らすために、資本費平準化債の発行を計画しています。

○使用料収入の見直しに関する事項

　　管渠整備もほぼ終了し、水洗化率も横ばいとなってきていることから現在の使用料体系のままでは使用料収入の増収は難しい状況となっています。一般会計

繰入金が年々増加している状況を鑑み、平成30年度には使用料の見直しを検討しています。

○企業債に関する事項

　　事業計画に基づき、補助事業に対する企業債を計上しています。また、資本費平準化については平成28年度起債申請を基準に各年計画しています。

○他会計繰入金に関する事項

　　地方公営企業繰出基準に基づく分流式下水道等に要する経費については、平成27年度までは利子に係る分のみを基準内繰入金として計上していました

が、繰出基準の運用では、施設に要する資本費のうち収入をもって充てることができないと認められるものに相当する額となっています。このことから繰出基準に

ついて平成28年度より見直しを行い、元金償還に係る分についても算定しました。

○その他

　　平成29年度よりバイオマスメタン発酵施設が稼働予定であり、現在他団体に処分を委託しているし尿、単独浄化槽汚泥及び事業系食品残渣を処理場で処分

します。この処分費に係る費用分を一般会計に維持管理負担金として負担していただくため、負担金分を平成29年度より計上しました。

○職員給与費に関する事項

　　現状からの職員削減は計画していないため、平成29年度は予算を基に職員給与費を計上しました。平成30年度以降は過去5年間の平均から算定しました。ま

た平成32年度からは資本に係る事業が減少し、維持管理がメインとなっていくことからそれまで資本費で2人計上していた職員給与費を1人とし、営業費用の職員

給与費を3人とする計画としました。

○動力費に関する事項

　　平成29年度は予算を基に計上しました。平成30年度以降は過去5年間の伸び率と直近の決算額をもとに各年分を算定しました。

○薬品費に関する事項

　　平成29年度からは処理場の維持管理委託の中に含めることとしています。

○修繕費に関する事項

　　平成29年度は予算を基に計上しました。平成30年度以降もこの数値を基に計上しています。

○委託費に関する事項

　　平成29年度は予算を基に計上しました。平成29年度は施設維持管理費に薬品費、施設緑地管理等を含めて委託契約の予定のため、平成30年度以降も同

様の委託内容としました。また、平成29年度から稼働するバイオマスメタン発酵施設の施設維持管理費を計上しました。

　

（中能登町下水道事業）



（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況

*　処理区ごとに考え方が異なる場合は、処理区ごとに記載すること

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

４． 経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

*　（１）において黒字の場合においても、投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その

内容等を記載すること。

広域化・共同化・最適化に関する事項

　処理区、処理場の統廃合については、処理場の更新に係る費用と処理場の統合に係る費用とを比

較検討し、さらなるコスト削減に向けて計画の策定を行います。

投資の平準化に関する事項

　計画的な管渠、処理場等の更新工事を行い、投資が集中することがないような事業計画の策定を行

います。

 （１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字

の解消に向けた取組の方向性、検討体制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載すること。

薬品費に関する事項

資産活用による収入増加

の取組について

　バイオマスメタン発酵施設が平成29年度より稼働を予定しており、この施設から発生したガスを販売

することによる収入を見込んでいます。

その他の取組 ―

民間活力の活用に関する事項

（包括的民間委託等の民間委託、指定管理者制

度、PPP/PFIなど）

　現在の民間委託を継続しながら、下水道処理施設の包括的民間委託等につき検討していきます。

民間活力の活用に関する事項

（PPP/PFIなど）

　現在の民間委託を継続しながら、下水道処理施設の包括的民間委託等につき検討していく予定で

す。

その他の取組 ―

使用料の見直しに関する事項 　繰入金額の減少を目指し、使用料の見直しを定期的に検討します。

　平成28年度までは単価契約で購入していましたが、平成29年度からは施設維持管理委託の中に含

め、薬品費の削減を目指します。

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、

更 新 等 に 関 す る 事 項

　毎年度進捗管理を行うとともに、3～5年ごとに見直しを行い、取り組みの検証を行います。

修繕費に関する事項

　建設から20年近く経過した下水道処理施設が多く、毎年機器類の修繕が多く発生している状況で

す。長寿命化計画と合わせて計画的な修繕、更新を行い、修繕費の削減を目指します。

委託費に関する事項 　施設の維持管理の包括的民間委託を検討し、経費の削減を目指します。

その他の取組 ―

職員給与費に関する事項 　必要に応じて検討していきます。

動力費に関する事項 　下水道処理施設の包括的民間委託を検討し、動力費を含む維持管理費の削減を目指します。

（中能登町下水道事業）



平成 29 年 3 月

平成 28 年度 平成 37 年度

１．事業概要

（１）

① 施　設

② 使　用　料

2,625 円 2,803 円

2,700 円 2,855 円

2,700 円 2,892 円

中能登町下水道事業経営戦略

団 体 名 ： 中能登町

事 業 名 ： 農業集落排水事業

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

事業の現況

供 用 開 始 年 度

（ 供 用 開 始 後 年 数 ）

平成３年度（２５年）

法適（全部適用・一部適用）

非 適 の 区 分

非適用

（平成31年4月地方公営企業法適用予定）

処 理 区 域 内 人 口 密 度 １５.９

流 域 下 水 道 等 へ の

接 続 の 有 無

無し

処 理 区 数

３処理区（鹿西東部処理区、鹿西後山処理区、鳥屋西部処理区）

※H25.3.31に沖馬場処理区を特定環境保全公共下水道事業・鹿島中部処理区へ統合

※H26.3.31に鹿島北部処理区を特定環境保全公共下水道事業・鳥屋北部処理区へ、鹿島西部処理区を特定環境保全公共

下水道事業・鹿島中部処理区へ統合

処 理 場 数 ３処理場（鹿西東部浄化センター、鹿西後山浄化センター、鳥屋西部浄化センター）

広域化・共同化・最適化

実施状況*1

平成22年度に策定した「中能登町汚水処理施設基本構想」を踏まえ、整備済み農業集落排水事業のうち、３処理区を特定環

境保全公共下水道事業に統合しました。

*1　「広域化」とは、一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指す。

　　 「共同化」とは、複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む）、広域化・共同化を推進するための計画に基づき

実施する施設の整備（総務副大臣通知）、事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等）を指す。

　　 「最適化」とは、①他の事業との統廃合、②公共下水・集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的・社会的条件に応じて最適なものを選択すること（処理区の統廃合

を含む。）、③施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。

一般家庭用使用料体系の

概 要 ・ 考 え 方

基本使用料（税込） 10㎥まで　　　　　　　　　： 1,404円

超過使用料（税込） 10㎥を超え1㎥につき　： 129.6円

業 務 用 使 用 料 体 系 の

概 要 ・ 考 え 方

基本使用料（税込） 10㎥まで　　　　　　　　　： 1,404円

超過使用料（税込） 10㎥を超え1㎥につき　： 129.6円

そ の 他 の 使 用 料 体 系 の

概 要 ・ 考 え 方

公衆浴場（税込）  1㎥につき　　　　　　　　： 75.6円

条 例 上 の 使 用 料 *2

（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成25年度

実 質 的 な 使 用 料 *3

（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成25年度

平成26年度 平成26年度

平成27年度 平成27年度

*2　条例上の使用料とは、一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。

*3　実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

（中能登町下水道事業）



③ 組　織

（２） 民 間 活 力 の 活 用 等

（３） 経営比較分析表を活用した現状分析

職 員 数

　上下水道課では平成28年度現在9人で水道事業、下水道事業を行っています。職員給与費の予算措置については、水道

事業会計に4人、下水道事業特別会計に5人を置いている状況です。

事 業 運 営 組 織

　平成17年3月に鳥屋町、鹿島町、鹿西町が合併し中能登町となった際に上下水道課となりました。合併時の職員数は11人で

したが、職員の削減に取り組み現在に至ります。上下水道課として一体となり、各事業庶務、窓口・料金業務、施設維持管理・

工務関係を行っている状況です。

民 間 活 用 の 状 況

 ア　民間委託

　　　（包括的民間委託を含む）

　汚水処理施設維持管理、電気保安管理を民間業者に委託しています。

 イ　指定管理者制度

　現在の民間委託を継続しながら、下水道処理施設の包括的民間委託等につき

検討していく予定のため、指定管理者制度については未検討です。

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ

　現在の民間委託を継続しながら、下水道処理施設の包括的民間委託等につき

検討していく予定のため、PPP・PFIについては未検討です。

資 産 活 用 の 状 況

 ア　エネルギー利用

　　　（下水熱・下水汚泥・発電等）　*4

　鹿島中部クリーンセンター（特定環境保全公共下水道処理場）において、下水

道汚泥から発生するメタンガスを販売し、このガスを買い取った業者が発電、売電

を行う「バイオマスメタン発酵施設」を現在建設中です。平成29年度から試験運転

を開始し、秋頃には本格稼働する予定となっています。この事業が稼働すること

により、農業集落排水処理事業で発生する浄化槽汚泥もバイオマスメタン発酵施

設に投入していく計画です。

 イ　土地・施設等利用

　　　（未利用土地・施設の活用等）　*5

　汚水処理施設を廃止した施設用地は災害時の避難場所として、施設上屋は防

災備蓄倉庫として、地下水槽は災害時の簡易トイレおよび防火水槽として利用す

るため、防災部局へ無償譲渡することで公共の安全を保持することが可能となり、

既存ストックを有効に活用しています。

*4　「エネルギー利用」とは、下水汚泥･下水熱等、下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。

*5　「土地・施設等利用」とは、土地･建物等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

※直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。

　平成28年度に策定、公表しました平成27年度決算「経営比較分析表」を添付します。この経営比較分析表とは、経営及び施設の状況を表す経営指標を活用

し、当該団体の経年比較や他公営企業との比較、複数の指標を組み合わせた分析を行うことにより、経営の現状及び課題を的確かつ簡明に把握することを可能

としたものです。

　中能登町農業集落排水事業は平成24年度から平成25年度にかけて3処理区を特定環境保全公共下水道事業へ統合しました。これにより処理場に係る維持管

理費の削減となりました。しかし、統合による当事業の使用料収入の減少や、処理場の機械類の修繕が毎年発生しており、経費回収率が類似団体平均値より大

きく下回ることとなりました。区域整備はほぼ完了しており、使用料収入の増収は難しい状況となっています。この状況に対応するために、平成30年度には使用料

の見直しを検討しています。

（中能登町下水道事業）
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度
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※
　

法
適

用
企

業
と

類
似

団
体

区
分

が
同

じ
た

め
、

収
益

的
収

支
比

率
の

類
似

団
体

平
均

等
を

表
示

し
て

い
ま

せ
ん

。

※
　

平
成

2
3
年

度
か

ら
平

成
2
5
年

度
に

お
け

る
各

指
標

の
類

似
団

体
平

均
値

は
、

当
時

の
事

業
数

を
基

に
算

出
し

て
い

ま
す

が
、

企
業

債
残

高
対

事
業

規
模

比
率

及
び

管
渠

改
善

率
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
6
年

度
の

事
業

数
を

基
に

類
似

団
体

平
均

値
を

算
出

し
て

い
ま

す
。

全
体

総
括

全
体

総
括

全
体

総
括

全
体

総
括

　
事

業
当

初
の

借
入

企
業

債
の

残
高

が
大

き
い

た
め

、
企

業
債

償
還

が
経

営
を

大
き

く
圧

迫
し

て
い

る
。

処
理

区
域

、
処

理
場

の
統

合
を

行
い

、
不

要
な

施
設

を
廃

止
す

る
こ

と
に

よ
り

維
持

管
理

費
の

削
減

を
行

っ
て

い
る

。
今

後
は

長
寿

命
化

計
画

に
よ

る
処

理
場

、
機

械
設

備
の

改
善

を
行

い
、

毎
年

発
生

し
て

い
る

機
械

修
繕

料
を

減
ら

す
こ

と
で

更
な

る
維

持
管

理
費

の
削

減
を

目
指

し
て

い
き

た
い

。

　
ま

た
、

本
来

使
用

料
収

入
で

賄
う

べ
き

償
還

額
等

を
繰

入
金

で
賄

っ
て

い
る

状
況

の
た

め
、

使
用

料
収

入
の

増
額

を
目

指
し

て
い

か
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

考
え

る
。

　
下

水
道

管
渠

は
事

業
開

始
か

ら
3
0
年

未
満

と
ま

だ
比

較
的

新
し

い
た

め
、

老

朽
化

に
よ

る
更

新
は

発
生

し
て

い
な

い
が

、
当

町
の

下
水

道
事

業
は

短
期

間
で

集
中

的
に

行
っ

て
お

り
、

下
水

道
管

渠
の

更
新

時
期

が
集

中
す

る
と

考
え

ら
れ

る
た

め
、

計
画

的
な

管
渠

更
新

事
業

の
計

画
の

策
定

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
。

　
今

年
度

策
定

予
定

の
経

営
戦

略
で

は
長

期
計

画
の

な
か

で
経

営
状

況
を

改
善

で
き

る
よ

う
、

料
金

収
入

の
改

定
を

目
指

し
て

い
き

た
い

。
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③
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率

　
下

水
道

管
管

渠
は

敷
設

し
て

か
ら

3
0
年

未
満

の
も

の
が

ほ
ど

ん
ど

で
あ

り
、

更
新

、
改

良
す

べ
き

管
渠

が
ま

だ
発

生
し

て
い

な
い

た
め

管
渠

の
改

善
率

は
皆

無
と

な
っ

て
い

る
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①
収

益
的

収
支
比

率

　
一

部
処

理
区
を

他
事
業

へ
編
入

し
、
処

理
場
を

廃
止
す

る
こ
と

に
よ
り

維
持
管

理
費
の

削
減
を

行
っ

た
が

、
こ
の

処
理
区

の
他
事

業
へ
の

編
入
の

た
め
料

金
収
入

は
減
収

と
な
っ

た
。
維

持
管
理

費
の

削
減

と
支
払

利
息
は

減
少
し

て
い
る

こ
と
に

よ
り
総

費
用
は

減
少
し

た
が
、

料
金
収

入
の
減

収
や

地
方

債
償
還

金
は
年

々
増
加

し
て
い

る
こ
と

に
よ
り

、
料
金

収
入
等

で
は
賄

え
ず
、

収
益
的

収
支

比
率

が
右
肩

下
が
り

と
な
る

状
況
と

な
っ
て

い
る
。

④
企

業
債

残
高
対

象
事
業

規
模
比

率

　
合

併
前

に
下
水

道
整
備

事
業
は

各
町
で

ほ
ぼ
完

了
さ
せ

て
い
る

。
合
併

前
の
各

町
の
範

囲
で
す

べ
て

処
理

で
き
る

よ
う
に

計
画
し

、
建
設

さ
れ
た

処
理
場

の
建
設

費
用
、

広
い
区

域
の
管

渠
を
整

備
し

た
こ

と
に
よ

り
工
事

費
が
大

き
く
な

り
、
地

方
債
額

も
大
き

く
な
っ

た
。
こ

れ
に
よ

り
地
方

債
残

高
が

類
似
団

体
平
均

値
に
比

べ
大
き

く
な
っ

て
い
る

と
考
え

ら
れ
る

。

⑤
経

費
回
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率

　
一

部
処

理
区
を

他
事
業

へ
編
入

し
、
処

理
場
を

廃
止
す

る
こ
と

や
、
維

持
管
理

委
託
を

総
務
課

に
よ

る
一

括
契
約

や
長
期

契
約
に

す
る
こ

と
で
、

維
持
管

理
費
の

削
減
に

努
め
て

い
る
が

、
供
用

開
始

を
し

て
か
ら

約
2
5
年

経
過
し

て
い
る

処
理
場

機
械
の

修
繕
が

必
要
と

な
り
、

施
設
修

繕
料
が

毎
年

発
生

し
て
い

る
。
ま

た
地
方

債
償
還

額
も
年

々
大
き

く
な
っ

て
い
る

。
ま
た

一
部
処

理
区
を

他
事

業
に

よ
り
料

金
収
入

が
減
収

と
な
っ

た
た
め

、
経
費

回
収
率

が
下
が

る
こ
と

と
な
っ

た
。

⑥
汚

水
処

理
原
価

　
一

部
処

理
区
を

他
事
業

へ
編
入

し
、
処

理
場
を

廃
止
す

る
こ
と

や
、
維

持
管
理

委
託
を

総
務
課

に
よ

る
一

括
契
約

や
長
期

契
約
に

す
る
こ

と
で
、

維
持
管

理
費
の

削
減
に

努
め
て

い
る
が

、
供
用

開
始

を
し

て
か
ら

約
2
5
年

経
過
し

て
い
る

処
理
場

機
械
の

修
繕
が

必
要
と

な
り
、

施
設
修

繕
料
が

毎
年

発
生

し
て
い

る
。
ま

た
地
方

債
償
還

額
も
年

々
大
き

く
な
っ

て
い
る

。
ま
た

一
部
処

理
区
を

他
事

業
に

編
入
す

る
こ
と

に
よ
り

有
収
水

量
が
減

り
、
汚

水
処
理

原
価
の

増
と
な

っ
た
。

⑦
施

設
利

用
率

　
山

間
地

域
に
位

置
し
た

処
理
区

が
あ
り

、
特
に

人
口
減

少
や
高

齢
化
が

進
む
地

域
と
な

っ
て
い

る
。

こ
れ

に
よ
り

、
建
設

時
に
見

込
ん
だ

処
理
能

力
に
比

べ
処
理

水
量
が

過
少
と

な
り
、

類
似
団

体
に

比
べ

低
い
利

用
率
に

な
っ
て

い
る
と

考
え
ら

れ
る
。

処
理
場

数
は
統

廃
合
事

業
で
6
処
理

場

か
ら

3
処

理
場

へ
と
削

減
し
て

お
り
、

処
理
場

数
の
こ

れ
以
上

の
削
減

は
現
計

画
で
は

行
わ
ず

、

ま
た

地
域

的
に
人

口
、
処

理
水
量

の
増
加

は
見
込

め
な
い

た
め
、

利
用
率

の
改
善

は
難
し

い
と
思

わ
れ

る
。

⑧
水

洗
化

率

　
処

理
区

域
整
備

は
ほ
ぼ

終
了
し

、
供
用

開
始
か

ら
1
0
年

以
上
経

過
し
て

い
る
区

域
が
ほ

と
ん
ど

と
な

っ
て

い
る
。

下
水
道

接
続
に

つ
い
て

も
横
ば

い
に
近

く
な
っ

て
お
り

、
こ
こ

か
ら
の

大
き
な

水
洗

化
率

の
伸
び

は
見
込

め
な
い

が
、
今

後
も
未

接
続
世

帯
へ
接

続
を
お

願
い
し

て
い
き

た
い
と

思
う

。
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２．経営の基本方針

３．投資・財政計画（収支計画）

（１）

※ 赤字がある場合には（３）において、その解消方法が示されていることが必要

　当町の下水道整備率は約98％とほぼ完了しています。また水洗化率も約88％になり、水洗化率の伸びは鈍化してきています。この様な状況のなかで未接続世

帯へ下水道接続のお願いをしているところですが、少子高齢化、人口減少や節水傾向等により有収水量は横ばいまたは逓減傾向にあり、厳しい経営状況が続く

ことが見込まれます。

　総務省が公表した「法適化ロードマップ」において、平成27年度から平成31年度までを公営企業会計の適用拡大の集中取組期間と位置づけ、人口3万人以上

の地方公共団体の下水道事業については同期間中に移行することとされており、また人口3万人未満の地方公共団体についても移行を推進することとしていま

す。中能登町下水道事業特別会計についても、平成31年4月から公営企業法の適用に向け準備しており、これにより経費負担の原則が明確に示されるとともに、

収入、コスト、資金調達状況等が適切に区分して表示される財務諸表等を通して経営状況を把握し、住民への説明責任を明確にしていきたいと思います。

　平成27年度から行った最適整備構想策定に基づく事業計画をもとに、施設の改築更新を行い、施設の効率的な運営を図り、維持管理費の削減を図りたいと思

います。また、汚水処理施設の包括的民間委託を視野に入れ、維持管理費のさらなる削減を目指していきます。

投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り

（中能登町下水道事業）
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① 収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

○投資の目標に関する事項

　　事業計画

　　　【処理場等の建設・更新に関する事項】

　　　・鳥屋西部地区　機能強化更新工事（～平成30年度完了目標年度）

　上記を長期計画の主要補助事業として計画しています。

○財源の目標に関する事項

　　年々大きくなる元金償還により一般会計からの繰入金が増大しています。これを減らすために、資本費平準化債の発行を計画しています。

○使用料収入の見直しに関する事項

　　管渠整備もほぼ終了し、水洗化率も横ばいとなってきていることから現在の使用料体系のままでは使用料収入の増収は難しい状況となっています。一般会計

繰入金が年々増加している状況を鑑み、平成30年度には使用料の見直しを検討しています。

○企業債に関する事項

　　事業計画に基づき、補助事業に対する企業債を計上しています。また、資本費平準化については平成28年度起債申請を基準に各年計画しています。

○他会計繰入金に関する事項

　　地方公営企業繰出基準に基づく分流式下水道等に要する経費については、平成27年度までは利子に係る分のみを基準内繰入金として計上していました

が、繰出基準の運用では、施設に要する資本費のうち収入をもって充てることができないと認められるものに相当する額となっています。このことから繰出基準に

ついて平成28年度より見直しを行い、元金償還に係る分についても算定しました。

○職員給与費に関する事項

　　現状からの職員削減は計画していないため、平成29年度は予算を基に職員給与費を計上しました。平成30年度以降は過去5年間の平均から算定しました。

○動力費に関する事項

　　平成29年度は予算を基に計上しました。平成30年度以降は平成30年度以降は過去5年間の伸び率と直近の決算額をもとに各年分を算定しました。

○修繕費に関する事項

　　平成29年度は予算を基に計上しました。平成30年度以降もこの数値を基に計上しています。

○委託費に関する事項

　　平成29年度は予算を基に計上しました。平成29年度は施設維持管理費に施設緑地管理等を含めて委託契約の予定のため、平成30年度以降も同様の委託

内容としました。
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（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況

*　処理区ごとに考え方が異なる場合は、処理区ごとに記載すること

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

４． 経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

 （１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字

の解消に向けた取組の方向性、検討体制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載すること。

*　（１）において黒字の場合においても、投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その

内容等を記載すること。

広域化・共同化・最適化に関する事項

　処理区、処理場の統廃合については、処理場の更新に係る費用と処理場の統合に係る費用とを比

較検討し、さらなるコスト削減に向けて計画の策定を行います。

投資の平準化に関する事項

　計画的な管渠、処理場等の更新工事を行い、投資が集中することがないような事業計画の策定を行

います。

民間活力の活用に関する事項

（PPP/PFIなど）

　現在の民間委託を継続しながら、下水道処理施設の包括的民間委託等につき検討していく予定の

ため、ＰＰＰ・ＰＦＩなどについては未検討です。

その他の取組 ―

使用料の見直しに関する事項 　繰入金額の減少を目指し、使用料の見直しを定期的に検討します。

資産活用による収入増加

の取組について

―

修繕費に関する事項

　建設から20年近く経過した下水道処理施設が多く、毎年機器類の修繕が多く発生している状況で

す。機能更新工事と合わせて計画的な修繕、更新を行い、修繕費の削減を目指します。

委託費に関する事項 　施設の維持管理の包括的民間委託を検討し、経費の削減を目指します。

その他の取組 ―

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、

更 新 等 に 関 す る 事 項

　毎年度進捗管理を行うとともに、3～5年ごとに見直しを行い、取り組みの検証を行います。

その他の取組 ―

民間活力の活用に関する事項

（包括的民間委託等の民間委託、指定管理者制

度、PPP/PFIなど）

　現在の民間委託を継続しながら、下水道処理施設の包括的民間委託等につき検討していきます。

職員給与費に関する事項 　必要に応じて検討していきます。

動力費に関する事項 　現在の民間委託を継続しながら、下水道処理施設の包括的民間委託等につき検討していきます。

薬品費に関する事項 ―

（中能登町下水道事業）



平成 29 年 3 月

平成 28 年度 平成 37 年度

１．事業概要

（１）

① 施　設

② 使　用　料

2,625 円 2,821 円

2,700 円 2,948 円

2,700 円 2,998 円

中能登町下水道事業経営戦略

団 体 名 ： 中能登町

事 業 名 ： 個別排水処理事業

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

事業の現況

供 用 開 始 年 度

（ 供 用 開 始 後 年 数 ）

平成９年度（１９年）

法適（全部適用・一部適用）

非 適 の 区 分

非適用

（平成31年4月地方公営企業法適用予定）

処 理 区 域 内 人 口 密 度 ４６.２

流 域 下 水 道 等 へ の

接 続 の 有 無

無し

処 理 区 数 １処理区

処 理 場 数 合併浄化槽２９基

広域化・共同化・最適化

実施状況*1

　新規公共ます設置申請の際には申請場所を確認のうえ、他事業で設置した場合との資本経費を比較しながら合併浄化槽事

業を採択していきたいと思います。

*1　「広域化」とは、一部事務組合による事業実施等の他の自治体との事業統合、流域下水道への接続を指す。

　　 「共同化」とは、複数の自治体で共同して使用する施設の建設（定住自立圏構想や連携中枢都市圏に基づくものを含む）、広域化・共同化を推進するための計画に基づき

実施する施設の整備（総務副大臣通知）、事務の一部を共同して管理・執行する場合（料金徴収等の事務の一部を一部事務組合によって実施する場合等）を指す。

　　 「最適化」とは、①他の事業との統廃合、②公共下水・集排、浄化槽等の各種処理施設の中から、地理的・社会的条件に応じて最適なものを選択すること（処理区の統廃合

を含む。）、③施設の統廃合（処理区の統廃合を伴わない。）を指す。

一般家庭用使用料体系の

概 要 ・ 考 え 方

基本使用料（税込） 10㎥まで　　　　　　　　　： 1,404円

超過使用料（税込） 10㎥を超え1㎥につき　： 129.6円

業 務 用 使 用 料 体 系 の

概 要 ・ 考 え 方

基本使用料（税込） 10㎥まで　　　　　　　　　： 1,404円

超過使用料（税込） 10㎥を超え1㎥につき　： 129.6円

そ の 他 の 使 用 料 体 系 の

概 要 ・ 考 え 方

公衆浴場（税込）  1㎥につき　　　　　　　　： 75.6円

条 例 上 の 使 用 料 *2

（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成25年度

実 質 的 な 使 用 料 *3

（ ２ ０ ㎥ あ た り ）

※ 過 去 ３ 年 度 分 を 記 載

平成25年度

平成26年度 平成26年度

平成27年度 平成27年度

*2　条例上の使用料とは、一般家庭における２０㎥あたりの使用料をいう。

*3　実質的な使用料とは、料金収入の合計を有収水量の合計で除した値に２０㎥を乗じたもの（家庭用のみでなく業務用を含む）をいう。

（中能登町下水道事業）



③ 組　織

（２） 民 間 活 力 の 活 用 等

（３） 経営比較分析表を活用した現状分析

 イ　土地・施設等利用

　　　（未利用土地・施設の活用等）　*5

　合併浄化槽設置申請者個人の宅地内に浄化槽を設置しているため、該当しま

せん。

*4　「エネルギー利用」とは、下水汚泥･下水熱等、下水道事業の実施に伴い生じる資源(資産を含む)を用いた収入増につながる取組を指す。

*5　「土地・施設等利用」とは、土地･建物等、下水道事業の実施に不可欠な資産を用いた、収入増につながる取組を指す（単純な売却は除く）。

※直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）」による経営比較分析表）を添付すること。

　平成28年度に策定、公表しました平成27年度決算「経営比較分析表」を添付します。この経営比較分析表とは、経営及び施設の状況を表す経営指標を活用

し、当該団体の経年比較や他公営企業との比較、複数の指標を組み合わせた分析を行うことにより、経営の現状及び課題を的確かつ簡明に把握することを可能

としたものです。

　中能登町個別排水処理事業は新規の合併処理浄化槽の設置も数年に一基ほどのため、現状は維持管理が主な事業内容です。設置基数も29基と少なく、料

金収入も少ない事業のため、修繕工事の発生の増加が経費回収率の減少の原因となっています。また、事業当初の借入企業債の元金償還が年々増加してきて

います。

　有収水量は横ばいとなってきていることから使用料収入の増収は難しい状況となっており、維持管理費を料金収入で賄うことができるようになるために、平成30

年度には使用料の見直しを検討しています。

職 員 数

　上下水道課では平成28年度現在9人で水道事業、下水道事業を行っています。職員給与費の予算措置については、水道

事業会計に4人、下水道事業特別会計に5人を置いている状況です。

事 業 運 営 組 織

　平成17年3月に鳥屋町、鹿島町、鹿西町が合併し中能登町となった際に上下水道課となりました。合併時の職員数は11人で

したが、職員の削減に取り組み現在に至ります。上下水道課として一体となり、各事業庶務、窓口・料金業務、施設維持管理・

工務関係を行っている状況です。

民 間 活 用 の 状 況

 ア　民間委託

　　　（包括的民間委託を含む）

　合併浄化槽維持管理を民間業者に委託しています。

 イ　指定管理者制度

　現在の民間委託を継続しながら、下水道処理施設の包括的民間委託等につき

検討していく予定のため、指定管理者制度については未検討です。

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ

　現在の民間委託を継続しながら、下水道処理施設の包括的民間委託等につき

検討していく予定のため、PPP・PFIについては未検討です。

資 産 活 用 の 状 況

 ア　エネルギー利用

　　　（下水熱・下水汚泥・発電等）　*4

　鹿島中部クリーンセンター（特定環境保全公共下水道事業）において、下水道

汚泥から発生するメタンガスを販売し、このガスを買い取った業者が発電、売電を

行う「バイオマスメタン発酵施設」を現在建設中です。平成29年度から試験運転を

開始し、秋頃には本格稼働する予定となっています。この施設か稼働することに

より、合併処理事業で発生する浄化槽汚泥もバイオマスメタン発酵施設に投入し

ていく計画です。

（中能登町下水道事業）
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２．経営の基本方針

３．投資・財政計画（収支計画）

（１）

※ 赤字がある場合には（３）において、その解消方法が示されていることが必要

　少子高齢化、人口減少や節水傾向等により有収水量は横ばいまたは逓減傾向にあり、厳しい経営状況が続くことが見込まれます。

　総務省が公表した「法適化ロードマップ」において、平成27年度から平成31年度までを公営企業会計の適用拡大の集中取組期間と位置づけ、人口3万人以上

の地方公共団体の下水道事業については同期間中に移行することとされており、また人口3万人未満の地方公共団体についても移行を推進することとしていま

す。中能登町下水道事業特別会計についても、平成31年4月から公営企業法の適用に向け準備しており、これにより経費負担の原則が明確に示されるとともに、

収入、コスト、資金調達状況等が適切に区分して表示される財務諸表等を通して経営状況を把握し、住民への説明責任を明確にしていきたいと思います。

　また、汚水処理施設の維持管理委託について、他事業との委託契約の一本化や包括的民間委託を視野に入れ、維持管理費のさらなる削減を目指していきま

す。

投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り

（中能登町下水道事業）
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① 収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

○合併処理浄化槽は、申請により設置工事を行っているため、投資は計上していません。

○使用料収入の見直しに関する事項

　　有収水量は横ばいとなってきていることから使用料収入の増収は難しい状況となっています。維持管理費を料金収入で賄うことができるよう、平成30年度には

使用料の見直しを検討しています。

○繰入金に関する事項

　　地方公営企業繰出基準に基づく分流式下水道等に要する経費については、平成27年度までは利子に係る分のみを基準内繰入金として計上していました

が、繰出基準の運用では、施設に要する資本費のうち収入をもって充てることができないと認められるものに相当する額となっています。このことから繰出基準に

ついて平成28年度より見直しを行い、元金償還に係る分についても算定しました。

○動力費に関する事項

　　平成29年度は予算を基に計上しました。平成30年度以降もこの数値を基に計上しています。

○修繕費に関する事項

　　平成29年度は予算を基に計上しました。平成30年度以降もこの数値を基に計上しています。

○委託費に関する事項

　　平成29年度は予算を基に計上しました。平成30年度以降もこの数値を基に計上しています。
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（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　今後の投資についての考え方・検討状況

*　処理区ごとに考え方が異なる場合は、処理区ごとに記載すること

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

４． 経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

委託費に関する事項

　汚水処理施設の維持管理委託について、他事業との委託契約の一本化や包括的民間委託を視野

に入れ、維持管理費のさらなる削減を目指していきます。

その他の取組 ―

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、

更 新 等 に 関 す る 事 項

毎年度進捗管理を行うとともに、3～5年ごとに見直しを行い、取り組みの検証を行います。

その他の取組 ―

民間活力の活用に関する事項

（包括的民間委託等の民間委託、指定管理者制

度、PPP/PFIなど）

　現在の民間委託を継続しながら、下水道処理施設の包括的民間委託等につき検討していきます。

職員給与費に関する事項 ―

動力費に関する事項 　現在の民間委託を継続しながら、下水道処理施設の包括的民間委託等につき検討していきます。

薬品費に関する事項 ―

投資の平準化に関する事項

　町設置型合併浄化槽の更新工事を計画的に行い、投資が集中することがないような事業計画の策

定を行います。

民間活力の活用に関する事項

（PPP/PFIなど）

　現在の民間委託を継続しながら、下水道処理施設の包括的民間委託等につき検討していく予定の

ため、ＰＰＰ・ＰＦＩなどについては未検討です。

その他の取組 ―

使用料の見直しに関する事項

修繕費に関する事項

　事業開始から20年近く経過した合併浄化槽もあり、近年修繕が必要になるものが出てきたことから計

画的な修繕、更新を行い、修繕費の削減を目指します。

　繰入金額の減少を目指し、使用料の見直しを定期的に検討します。

資産活用による収入増加

の取組について

―

 （１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字

の解消に向けた取組の方向性、検討体制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載すること。

*　（１）において黒字の場合においても、投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その

内容等を記載すること。

広域化・共同化・最適化に関する事項

　新規公共ます設置申請の際には申請場所を確認のうえ、他事業で設置した場合との資本経費を比

較しながら合併浄化槽事業を行います。

（中能登町下水道事業）


